
Present value determination of future lost
earnings: comparative study of Georgia Law

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/17827URL



将来の逸失利益の算定における中間利息控除の割合

［
１
］

将
来
の
逸
失
利
益
に
つ
い
て
損
窒
ロ
賠
償
請
求
が
な
さ
れ
る
際
、
そ
の
賠
償
が
一
括
賠
償
と
し
て
支
払
わ
れ
る
と
す
る
と
、
将
来
、
受

け
る
べ
き
利
益
を
現
時
点
で
受
領
す
る
こ
と
と
な
り
、
利
益
を
受
け
る
べ
き
時
点
と
現
時
点
と
の
間
の
利
息
が
過
剰
に
賠
償
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
損
害
賠
償
を
得
た
被
害
者
は
、
現
時
点
で
得
た
金
銭
を
投
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
益
を
受
け
る
べ
き

時
点
ま
で
に
そ
の
金
銭
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、
そ
の
墹
加
分
を
あ
ら
か
じ
め

減
額
し
、
現
在
価
額
に
評
価
し
直
し
て
賠
償
額
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
減
額
を
一
般
に
中
間
利
息
控
除
と
呼
ん
で
い
る
。

中
間
利
息
控
除
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
、
毎
年
の
利
益
ご
と
に
控
除
す
る
か
（
複
式
）
、
そ
れ
ら
を
稼
働
最
終
年
に
一
括

し
て
受
領
し
た
と
し
て
控
除
す
る
か
（
単
式
）
、
あ
る
い
は
、
単
利
で
控
除
す
る
か
（
ホ
フ
マ
ン
式
）
、
複
利
で
控
除
す
る
か
（
ラ
イ
ブ

［
２
］

「
３
］

ニ
ッ
ッ
式
）
、
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
高
裁
は
、
複
式
ホ
フ
マ
ン
式
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
式
の
い
ず
れ
ｊ
Ｄ
不
合
理

将
来
の
逸
失
利
益
の
算
定
に
お
け
る
中
間
利
息
控
除
の
割
合

ｌ
固
定
法
定
利
率
を
採
用
す
る
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
け
る
議
論
を
参
考
と
し
て
１

四三二

若
干
の
検
討

お
わ
り
に

は
じ
め
に

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
け
る
中
川
利
魁
控
除

は
じ
め
に

尾
島
茂
樹
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一
４
］

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
各
地
方
裁
判
所
に
よ
る
共
同
提
案
が
ラ
イ
プ
ニ

［
５
］

シ
シ
式
の
採
用
を
提
言
し
た
こ
と
に
よ
り
、
実
務
的
に
は
ほ
ぼ
収
束
し
た
。

中
間
利
息
控
除
の
割
合
（
利
率
）
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
民
事
法
定
利
率
（
民
法
四
○
四
条
）
と
し
て
規
定
さ
れ
る
年
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
高
度
成
長
期
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
た
ん
に
「
イ
ン
フ
レ
」
と
い
う
）
が
進

行
し
た
際
、
イ
ン
フ
レ
を
損
害
賠
償
額
に
反
映
さ
せ
る
方
策
と
し
て
中
間
利
息
控
除
の
割
合
を
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
す
る
識
論
が

［
６
］

あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
超
低
金
利
を
背
景
と
し
て
（
た
だ
し
、
こ
れ
の
み
を
理
由
と
す
る
場
〈
ロ
は
、
中
間
利

［【Ｊ］

息
控
除
の
割
ム
ロ
の
問
題
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
）
、
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
民
事
法
定
利
率
に
よ
る
控
除
が

「
引
き
過
ぎ
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
部
の
下
級
辮
裁
判
例
で
も
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
割
合
を

〔
８
］

採
用
す
る
な
ど
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
に
関
す
る
議
論
が
注
ｎ
口
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
前
記
の
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
各
地
方
裁

［
９
］

判
所
に
よ
る
共
同
提
案
は
、
中
間
控
除
利
息
の
割
△
ロ
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
提
案
し
て
い
る
。

［
、
］

こ
の
問
題
に
関
し
、
近
時
、
股
澗
裁
は
、
控
除
割
△
口
を
年
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た
原
群
判
決
を
破
棄
す
る
に
あ
た
り
、
「
我
が
国
で

は
実
際
の
金
利
が
近
時
低
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
原
審
の
い
う
実
質
金
利
の
動
向
か
ら
す
れ
ば
、
被
害
者
の
将
来
の
逸
失
利
益
を
現
在

価
額
に
換
算
す
る
た
め
に
控
除
す
べ
き
中
間
利
息
の
割
合
は
民
事
法
定
利
率
で
あ
る
年
五
％
よ
り
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張

も
理
解
で
き
な
い
で
は
な
い
。
／
し
か
し
、
民
法
四
○
四
条
に
お
い
て
民
事
法
定
利
率
が
年
五
％
と
定
め
ら
れ
た
の
は
、
民
法
の
制
定

に
当
た
っ
て
参
考
と
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
一
般
的
な
貸
付
金
利
や
法
定
利
率
、
我
が
国
の
一
般
的
な
貸
付
金
利
を
踏
ま
え
、
金

銭
は
、
通
常
の
利
用
方
法
に
よ
れ
ば
年
五
％
の
利
息
を
生
ず
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
行
法
は
、
将
来
の

請
求
権
を
現
在
価
額
に
換
算
す
る
に
際
し
、
法
的
安
定
及
び
統
一
的
処
理
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
法
定
利
率
に
よ
り
中
間
利
息

を
控
除
す
る
考
え
方
を
採
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
民
事
執
行
法
八
八
条
二
項
、
破
産
法
九
九
条
一
項
二
号
（
旧
破
産
法
（
平
成
一
六

年
法
律
第
七
五
号
に
よ
る
廃
止
前
の
も
の
）
四
六
条
五
号
も
同
様
）
、
民
事
再
生
法
八
七
条
一
項
一
号
、
一
一
号
、
会
社
更
生
法
一
三
六
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将来の逸失利益の算定における中間利息控除の割合
条
一
項
一
号
、
二
号
等
は
、
い
ず
れ
も
将
来
の
請
求
権
を
法
定
利
率
に
よ
る
中
間
利
息
の
控
除
に
よ
っ
て
現
在
価
額
に
換
算
す
る
こ
と

を
規
定
し
て
い
る
。
損
害
賠
償
額
の
算
定
に
当
た
り
被
害
者
の
将
来
の
逸
失
利
益
を
現
在
価
額
に
換
算
す
る
に
つ
い
て
も
、
法
的
安
定

及
び
統
一
的
処
理
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
は
、
民
事
法
定
利
率
に
よ
り
中
間
利
息
を
控
除
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
案
ご
と
に
、
ま
た
、
裁
判
官
ご
と
に
中
間
利
息
の
控
除
割
合
に
つ

い
て
の
判
断
が
区
々
に
分
か
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
被
害
者
相
互
間
の
公
平
の
確
保
、
損
害
額
の
予
測
可
能
性
に
よ
る
紛
争
の
予
防
も
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
の
諸
点
に
照
ら
す
と
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
に
当
た
り
、
被
害
者
の
将
来
の
逸
失
利
益
を
現
在
価
額
に
換
算

［
Ⅲ
］

す
る
た
め
に
控
除
す
べ
き
中
間
利
息
の
割
合
は
、
民
事
法
定
利
率
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
一
不
し
、
中

［
過
］

間
利
息
控
除
の
割
く
口
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
採
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
判
決
を
契
機
と
し
て
公
表
さ
れ
た
論
稿
で

は
、
最
高
裁
の
考
え
方
に
反
対
す
る
見
解
が
多
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
つ
い
て
、
外
国
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
議
論
の
蓄
積
が
あ
り
、
判
決
も
数
多
く
下

「
旧
］

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
議
論
は
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

［
皿
］

る
通
常
の
議
論
で
は
、
そ
も
そ
も
法
定
利
率
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
事
実
と
し
て
の
損
圭
口
の
金
銭
評
価
の
一
環
と
し
て
中
間
利
息
控
除

［
旧
］

の
割
合
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
占
い
で
、
わ
が
国
の
問
題
状
況
と
は
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
従
来
の
議
論
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
先
に
見
た
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
中
間
利

息
控
除
は
、
事
実
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
伝
統
的
に
裁
判
所
は
、
イ
ン
フ
レ
が
考
慮
す
る
に
は
あ
ま
り
に
複
雑
・

［
旧
］

不
確
実
に
な
る
と
し
て
、
そ
れ
を
無
視
し
て
き
た
。
し
か
し
、
損
害
賠
償
，
の
目
的
が
、
原
告
（
被
害
者
）
を
事
故
が
な
か
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
置
く
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
事
故
が
な
け
れ
ば
賃
金
は
疑
い
な
く
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
上
昇
す
る
と
い
う

［
Ⅳ
」

理
由
か
ら
、
一
九
七
○
年
頃
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
裁
判
所
は
、
陪
審
が
イ
ン
フ
レ
を
考
蝋
す
る
こ
と
を
詞
函
め
た
。
そ
の
方
法
は
、
①
イ
ン

フ
レ
等
を
考
慮
し
賃
金
を
上
昇
さ
せ
て
生
涯
賃
金
を
計
算
し
た
上
、
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
し
た
率
で
中
間
利
息
を
控
除
す
る
方
式
（
両
者
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一
焔
」

［
⑱
］

考
慮
方
式
）
、
②
イ
ン
フ
レ
と
中
間
利
息
控
除
が
全
体
と
し
て
相
殺
さ
れ
る
と
し
、
い
ず
れ
刃
⑥
考
慮
し
な
い
方
式
（
全
体
相
殺
方
式
）
、

③
名
目
金
利
（
市
場
金
利
）
と
イ
ン
フ
レ
率
の
動
向
か
ら
実
質
金
利
を
予
測
し
、
実
質
金
利
（
通
常
、
年
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
パ
ー

［
釦
］

［
劃
］

セ
ン
ト
）
に
よ
る
中
間
利
息
控
除
を
行
う
方
式
（
実
質
金
利
方
式
）
の
一
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
、
不
法

［
理
］

行
為
法
第
二
次
リ
ス
テ
ィ
ト
メ
ン
ト
〈
胃
目
白
場
爲
ｚ
『
。
「
、
『
エ
ｍ
Ｆ
蚤
「
の
ｍ
８
ｚ
Ｐ
目
・
丙
『
勿
旨
）
は
、
逸
失
利
益
の
算
定
に
お
い
て
中
間
利

息
控
除
を
行
う
こ
と
を
定
め
、
そ
の
際
、
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
し
な
い
の
を
原
則
と
す
る
が
、
イ
ン
フ
レ
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を

陪
審
に
説
示
し
て
も
よ
い
と
し
、
さ
ら
に
は
、
中
間
利
息
控
除
と
イ
ン
フ
レ
の
両
者
を
考
慮
し
て
、
何
も
し
な
い
判
決
が
あ
る
（
②
の

全
体
相
殺
方
式
の
判
決
を
指
す
）
こ
と
に
言
及
し
て
い
た
。

［
麹
］

合
衆
国
連
邦
鹸
高
裁
判
所
は
、
①
の
立
場
を
と
る
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
」
。
■
①
⑫
）
判
決
に
お
い
て
、
排
他
的
な
唯
一
の
方
式
は
存
在
し
な

い
と
し
て
、
唯
一
の
方
式
を
確
立
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
け
れ
ど
も
、
簡
明
性
を
理
由
と
し
て
全
体
相
殺
方
式
が
魅
力
的
だ
と
も
述
べ
て

い
た
。
他
方
、
近
時
の
学
説
に
は
、
①
の
立
場
か
ら
、
イ
ン
フ
レ
率
と
中
間
利
息
控
除
率
を
専
門
家
の
鑑
定
に
委
ね
、
い
ず
れ
も
行
う

［
鋤
］

［
躯
］

べ
き
だ
と
す
る
も
の
、
②
の
立
場
か
ら
、
簡
明
性
か
ら
全
体
相
殺
方
式
を
「
あ
り
得
る
近
道
」
だ
と
す
る
１
℃
の
、
③
の
立
場
か
ら
、
実

一
蝿
｝

質
金
利
が
割
引
率
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
ｊ
ｂ
の
が
見
ら
れ
、
従
来
か
ら
の
学
説
の
対
立
は
、
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
学
説
の

一
”
］

議
論
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
い
か
に
経
済
的
理
論
的
に
「
正
し
／
、
」
中
間
利
息
控
除
を
す
る
か
に
議
論
が
向
か
っ
て
い
る
の
で
、
先
に

示
し
た
わ
が
国
の
殿
高
裁
判
決
と
比
べ
る
と
、
議
論
の
方
向
の
相
違
も
極
め
て
大
き
い
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
州
法
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
州
法
に
中
間
利
息
控
除

に
関
す
る
規
定
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
そ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
述
べ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
般
的
な
議
論
と
は

前
提
が
異
な
り
、
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
損
害
額
の
中
間
利
息
控
除
の
割
合
を
年
五
パ
ー
セ
ン

ー
鉛
｝

ト
と
法
定
す
る
立
法
が
あ
る
（
以
下
、
こ
れ
を
、
「
中
間
利
息
控
除
法
定
利
率
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
加
え
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で

［
酌
］

は
、
こ
の
立
法
が
な
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
規
定
さ
れ
た
任
意
規
定
と
し
て
の
法
定
利
率
（
以
下
、
こ
れ
を
、
た
ん
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
は
、
不
法
行
為
（
Ｈ
◎
目
）
の
損
害
賠
償
（
□
昌
冨
、
ｇ
）
の
総
則
規
定
（
。
①
二
§
一
厚
。
く
ど
◎
弓
）
と
し
て
「
将
来
の

収
入
、
年
金
、
あ
る
い
は
金
銭
額
の
現
在
価
額
の
決
定
（
□
①
［
①
『
且
口
昌
Ｃ
ロ
。
『
己
『
⑪
⑫
⑪
貝
く
巳
巨
の
。
『
昏
目
両
図
ョ
目
、
碗
・
目
ご
昌
宮
。
『
色
白
。
旨
［
鞍
）
」

｛
別
］

と
題
し
、
「
事
実
認
定
者
（
Ｓ
⑦
ａ
①
『
具
毎
。
［
）
が
将
来
の
収
入
、
年
金
、
あ
る
い
は
金
銭
額
の
現
在
価
額
を
決
定
す
る
と
き
は
、
年
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
計
算
さ
れ
た
利
息
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
同
額
を
控
除
す
る
こ
と
に
よ
り
現
在
価
額
と
す
る
こ
と
が
合
法
で
あ
る
（
、
言
一
一

［
蛇
］

す
の
一
凹
夛
基
ご
一
）
」
と
規
定
す
る
（
一
九
七
○
年
に
立
法
さ
れ
た
）
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
け
る
中
間
利
息
控
除
の
あ
り
方
は
、
こ
の
立
法
が

な
さ
れ
た
一
九
七
○
年
以
前
と
以
後
に
大
き
く
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
時
系
列
に
従
っ
て
、
一
九
七
○
年
以
前
の
状

［
幻
」

況
、
曲
ｆ
間
利
息
控
除
法
定
利
率
の
立
法
、
一
九
七
○
年
以
後
の
状
況
を
概
観
す
る
。

２
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
け
る
中
間
利
息
控
除
の
変
遷

［
謎
」

（
一
）
’
九
七
○
年
以
前
の
状
況

［
調
］

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
け
る
法
定
利
率
の
歴
史
は
古
い
。
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
衆
国
建
国
よ
り
前
の
一
七
五
九
年
以
前
、
立
法
府
は
、
年
八
パ
ー

セ
ン
ト
を
法
定
利
率
と
し
て
定
め
て
い
た
。
こ
の
立
法
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
金
融
取
引
に
対
し
法
定
利
率
を
明
確
に
し
、
暴
利
を
防

に
「
法
定
利
率
」
と
呼
ぶ
）
を
中
間
利
息
控
除
の
割
合
に
採
用
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
わ
が
国
の
現

在
の
状
況
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
比
較
法
の
観
点
か

［
釦
］

ら
光
を
当
て
る
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
議
論
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ニ
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
け
る
中
間
利
息
控
除

１
概
説

223



止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
利
息
制
限
法
的
性
質
を
合
わ
せ
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
七
三
年
、
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
議
会
は
、
こ
の
法
定
利
率
を
、
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
と
と
も
に
、
書
面
に
よ
り
異
な
る
利
率
が
表
示
さ
れ
な
い
場
合

に
限
り
適
用
さ
れ
る
も
の
と
定
義
し
直
し
、
明
確
に
、
任
意
規
定
と
し
て
の
法
定
利
率
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

［
調
］

［
釘
］

の
規
定
は
、
数
次
の
改
正
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
利
率
と
と
も
に
、
そ
の
規
定
の
基
本
的
性
質
に
も
変
更
は
な
い
。

他
方
、
当
初
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
を
直
接
定
め
る
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
、
裁
判
所
は
、
関
連
す
る
制
定
法
と
し
て
法
定
利

［
犯
一

率
の
規
定
を
参
照
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
法
定
利
率
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
く
口
そ
の
も
の
を
法
定
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に

［
鋤
］

議
論
の
余
地
を
残
し
て
い
た
。

［
杣
」

一
八
九
五
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
最
高
裁
判
所
（
、
巨
已
忌
日
⑰
Ｄ
Ｃ
目
・
【
○
８
信
冒
）
は
、
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
、
中
間
利
息
控
除
の

問
題
に
つ
い
て
の
議
論
を
方
向
付
け
た
。
す
な
わ
ち
、
事
実
春
裁
判
官
が
陪
審
に
対
し
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
年
六
パ
ー
セ
ン

ト
を
用
い
る
よ
う
に
説
示
し
た
判
決
に
つ
き
被
告
が
上
告
し
た
の
に
対
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
股
高
裁
判
所
は
、
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
説

示
し
た
の
は
誤
り
で
あ
り
、
法
定
利
率
で
あ
る
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
適
切
な
割
合
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
書
面
に
よ
る
契
約

に
よ
り
異
な
る
利
率
が
定
め
ら
れ
な
い
限
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
い
て
は
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
法
定
利
率
で
あ
り
、
他
の
利
率
に
よ

［
杣
］
［
椹
］

る
利
息
の
計
算
は
、
全
く
盗
意
的
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
は
、
後
の
判
決
に
よ
っ
て
も
追
認
当
」
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
あ
る
べ
き
中
間
利
息
控
除
の
割
合
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
、
投
資
リ
ス
ク
と
い
う
観
点
で
は
、
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
被
害
者
へ
の
過
剰
賠
償
を
解
消
す
る
と
い
う
中
間
利
息
控
除
の
目
的
に
照
ら
す
と
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
は
、
被
害
者

の
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
の
投
資
の
あ
り
方
に
大
き
く
依
存
す
る
、
と
す
る
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、
・
一
つ
は
、
投
資
の
際
の
重
要
な

要
素
は
、
投
資
の
リ
ス
ク
で
あ
る
と
し
、
将
来
の
収
入
は
、
経
済
状
況
と
被
害
者
の
健
康
状
態
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
、
か
な
り
リ
ス

ク
が
大
き
い
の
で
、
中
間
利
息
控
除
は
、
リ
ス
ク
あ
る
投
資
の
利
率
に
基
づ
い
て
な
き
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
も
う
一

つ
は
、
将
来
の
収
入
の
不
確
実
性
と
は
無
関
係
に
、
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
の
利
率
に
よ
り
な
さ
れ
る
の
が
、
適
切
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
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こ
う
し
て
、
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
の
市
場
金
利
が
法
定
利
率
を
下
回
る
こ
と
が
常
態
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合

が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
の
を
受
け
、
一
九
○
○
年
代
に
入
っ
て
、
下
級
春
裁
判
所
は
、
必
ず
し
も
年
七
パ
ー
セ
ン
ト

［
妬
］

｛
灯
」

に
拘
ら
な
い
判
断
を
取
り
始
め
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
タ
ウ
ン
セ
ン
ド
（
弓
三
．
ｍ
ｇ
Ｑ
）
判
決
は
、
そ
の
結
論
を
導
く
に
当
た
り
、
合

［
梠
一

衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
（
⑫
巨
已
忌
日
①
Ｄ
Ｃ
員
。
玲
昏
①
ご
巳
［
８
ｍ
画
一
①
⑫
）
の
判
決
を
引
用
し
た
上
で
、
次
に
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
事
件
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
実
と
状
況
を
考
感
す
る
こ
と
に
な
り
、

地
域
的
な
条
件
が
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
必
然
的
に
そ
の
割
引
は
、
一
般
に
法
定
利
率
と
呼
ば
れ
る
利
率
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
法
定
利
率
は
、
金
融
上
の
経
験
と
技
能
を
行
使
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
よ
う
な
利
率
で
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
に
お
け
る
控
除
割
合
は
、
そ
の
よ
う
な
技
能
な
し
に
得
ら
れ
る
利
益
を
基
礎
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

こ
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
こ
の
場
所
で
、
こ
の
時
に
、
安
全
な
投
資
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
る
利
益
の
問
題
で
あ
り
、
陪
審
は
、

適
切
な
計
算
方
法
に
よ
り
、
現
在
価
額
へ
と
割
引
計
算
を
す
る
権
限
が
あ
る
、
と
。
タ
ウ
ン
セ
ン
ド
判
決
の
事
案
は
、
連
邦
雇
用
者
責

任
法
（
界
こ
の
昌
一
同
己
己
一
・
房
『
〆
Ｆ
一
量
目
シ
Ｃ
【
）
に
基
づ
く
訴
訟
を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
連
邦
の
判
決
を
参
照
し
や
す
か
っ
た
と
の
指
摘

．［柵］
〔
釦
］

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
後
、
連
邦
法
に
よ
る
事
件
で
は
、
下
級
春
裁
判
所
は
、
法
定
利
率
を
適
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
、

［
幅
］

こ
の
問
題
に
関
し
、
連
邦
裁
判
所
は
、
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
の
利
率
を
基
準
と
す
べ
き
だ
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
リ
ス
ク
の

な
い
投
資
の
利
率
は
、
年
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
よ
る
中
間
利
息
控
除
は
、
か
な
り
の
高
率
で
あ
っ
た

［
“
］

こ
と
が
指
摘
觜
」
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
い
わ
ば
当
然
で
あ
る
と
基
」
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
法
定
利
率
は
、

特
に
利
率
を
定
め
な
い
と
き
の
金
銭
消
費
貸
借
に
付
さ
れ
る
べ
き
利
息
の
利
率
を
意
図
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
引
に
お
け
る
利
息

は
、
①
リ
ス
ク
を
含
ま
な
い
財
産
投
資
と
し
て
の
利
息
、
②
不
履
行
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
険
料
、
③
履
行
期
限
遅
滞
に
対
す
る
運
用
コ

ス
ト
に
対
す
る
手
数
料
の
三
つ
の
榊
成
要
素
か
ら
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
は
、
三
つ
の
う
ち
①
の
み
で
構
成
さ
れ

［
幅
］

る
か
ら
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
。
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
い
て
は
、
お
も
に
州
法
に
よ
る
事
件
と
連
邦
法
に
よ
る
事
件
と
で
取
り
扱
い
が
分
か
れ
、
法
定
利
率
の
年
七
パ
ー

セ
ン
ト
に
よ
る
処
理
が
な
さ
れ
る
事
件
と
そ
れ
以
外
の
事
件
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

［
副
］

こ
の
問
題
は
、
結
局
、
一
九
一
一
二
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
明
確
な
決
着
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
に
基
づ
い
て
提
起
さ
れ
た
不
法
行
為
訴
訟
で
あ
る
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
事
実
春
裁
判
官
が
陪
審
に
対
し
中
間

利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
公
平
だ
と
信
ず
る
利
率
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
示
し
た
の
に
対
し
、
こ
の
最
高
裁
判
決
は
、
州
法
に

よ
る
事
件
と
連
邦
法
に
よ
る
事
件
と
を
区
別
し
、
連
邦
法
に
よ
る
事
件
で
は
実
際
の
金
融
市
場
の
状
況
を
考
慮
し
て
柔
軟
に
中
間
利
息

控
除
の
割
合
を
定
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
に
よ
る
事
件
で
は
州
法
が
支
配
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
先
に
述
べ
た
初
期

［
麺
」

［
詞
］

の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
最
高
裁
判
所
判
決
を
引
用
し
て
、
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
法
定
利
率
を
用
い
る
べ
き
だ
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
判
決
以

［
刷
一

降
は
、
法
改
正
が
な
さ
れ
る
一
九
七
○
年
ま
で
、
州
法
に
よ
る
事
件
で
は
、
ほ
ぼ
異
論
な
く
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
た
。

（
二
）
一
九
七
○
年
中
間
利
息
控
除
法
定
利
率
の
立
法

一
九
三
一
年
の
最
高
裁
判
決
以
降
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
に
関
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
の
取
り
扱
い
は
、
明
確
と
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
に
基
づ
く
事
件
で
は
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
適
用
さ
れ
、
連
邦
法
に
基
づ
く

事
件
で
は
実
際
の
金
融
市
場
の
状
況
を
考
慮
し
て
柔
軟
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
○
年
、
州
議
会

一
弱
一

は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
く
ロ
を
定
め
る
立
法
を
し
、
そ
れ
を
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
定
め
た
（
中
間
利
息
控
除
法
定
利
率
）
。
そ
の
背
景

と
し
て
は
、
連
邦
法
に
よ
る
事
件
と
州
法
に
よ
る
事
件
の
分
断
に
加
え
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
州
法
に
よ
る
事
件
に
お
い
て
中
間
利
息

控
除
の
割
合
と
し
て
法
定
利
率
で
あ
る
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
採
用
さ
れ
て
い
た
時
、
連
邦
法
に
よ
る
事
件
に
お
い
て
あ
る
べ
き
中
間
利

息
控
除
の
割
合
と
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
の
利
率
は
、
そ
れ
よ
り
低
い
の
が
通
常
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

［
郡
］

逆
に
、
一
九
七
○
年
代
前
半
は
、
市
場
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
の
利
率
は
、
年
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
預
金
金
利
が
年
約
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な
か
っ
た
。

［
砲
］
［
鯛
］

ま
た
、
連
邦
不
法
行
為
請
求
法
に
基
づ
く
事
件
に
お
い
て
、
事
実
審
裁
判
官
が
年
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
よ
る
中
間
利
息
控
除
を
説
一
水
し

た
の
に
対
し
、
原
告
が
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
よ
る
控
除
を
求
め
て
控
訴
し
た
事
件
に
お
い
て
、
合
衆
国
中
間
上
訴
裁
判
所
（
ロ
己
〔
８
ｍ
目
①
⑫

ｎ
ｏ
員
。
命
シ
弓
２
－
⑫
〉
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
は
、
将
来
の
収
入
を
現
在
価
額
へ
と
割
り
引
く
際
の
控
除
の
割
合
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン

［
“
］

卜
を
用
い
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
と
判
一
不
し
、
連
邦
法
に
よ
る
事
件
に
お
い
て
も
、
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ

（
三
）
’
九
七
○
年
以
後
の
状
況

一
九
七
○
年
の
立
法
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
す
る
の
で

は
な
く
、
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
合
法
で
あ
る
（
切
言
一
一
ワ
①
］
篁
宣
）
」
と
規
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
た
ん
に
許

容
し
得
る
年
率
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
採
用
が
要
求
さ
れ
る
年
率
な
の
か
と
い
う
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
き
、
裁
判
所
は
、

［
詔
］

「
鍋
｝

継
続
的
に
後
者
の
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
に
答
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
問
題
を
最
初
に
明
一
不
的
に
扱
っ
た

「
釦
］

中
間
上
訴
裁
判
所
の
判
決
で
は
、
事
実
審
で
、
陪
審
が
納
得
で
き
る
方
法
で
中
間
利
息
控
除
を
行
え
ば
よ
い
と
説
一
不
さ
れ
、
そ
の
地
域

の
利
率
が
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
だ
と
の
証
拠
が
採
用
さ
れ
た
の
に
対
し
、
被
告
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て

〔
御
］

年
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
唯
一
の
利
率
と
し
て
用
い
る
べ
き
だ
と
す
る
一
九
六
七
年
の
判
決
を
引
用
し
、
異
論
を
唱
遣
え
た
の
に
対
じ
、
裁
判

所
は
、
議
会
が
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
立
法
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
主
張
を
認
め

［
釘
］

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
立
法
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
谷
口
を
明
示
的
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
法

に
よ
る
事
件
と
州
法
に
よ
る
事
件
の
間
で
統
一
的
な
処
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
、
従
来
、
州
法
に
よ
る

事
件
で
は
、
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
運
用
さ
れ
て
き
た
も
の
を
立
法
に
よ
り
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
引
き
下
げ
る
形
で
改
定
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
名
目
金
利
で
あ
る
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
高
す
ぎ
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
の
は
、
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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れ
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
七
○
年
以
後
、
事
実
審
裁
判
官
は
、
連
邦
法
に
よ
る
事
件
、
州
法
に
よ
る
事
件
を
問
わ
ず
、
中
間
利
息
控
除
の
割

合
と
し
て
制
定
法
に
定
め
ら
れ
た
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
中
間
利
息
法
定
利
率
の
み
を
陪
瀞
に
説
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
に
な
り
、

［
侭
］

ま
た
、
陪
審
は
、
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
外
の
控
除
割
〈
ロ
に
つ
い
て
の
専
門
家
の
鑑
定
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、

そ
の
後
も
、
｜
部
の
専
門
家
が
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
外
の
利
率
を
主
張
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
理
由

と
し
て
、
一
九
七
○
年
の
立
法
以
前
の
連
邦
法
の
事
件
と
州
法
の
事
件
と
の
取
り
扱
い
の
違
い
を
区
別
せ
ず
、
一
部
の
専
門
家
が
依
然

と
し
て
裁
判
所
が
専
門
家
の
鑑
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
こ
と
や
、
一
部
の
専
門
家
が
規
定
の
文
言
の
暖
昧
さ
か
ら

［
髄
］

年
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
常
に
要
求
さ
れ
る
と
は
考
轌
え
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

３
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
法
定
す
る
こ
と
に
関
す
る
議
論

二
）
他
の
不
確
実
要
因
の
存
在

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
を
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
法
定
し
た
。
他
方
で
、
逸
失
利
益
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
収

入
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
い
け
れ
ど
も
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
法
（
。
ｇ
侭
冒
旨
乏
）
は
、
現
在
、
収
入
は
増
加
す
る
も

［
町
］

の
で
あ
る
と
の
詞
叫
識
の
下
、
損
害
評
価
の
際
に
賃
金
上
昇
を
考
慮
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
、
当
初
は
、
イ
ン
フ
レ
と
賃
金
上
昇
を
明
確
に
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
問
題
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
を
し
ば
ら
く
留
保
す
る
と
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
判
決
が
あ
る
。

ま
ず
、
事
実
審
で
、
将
来
の
賃
金
上
昇
を
考
慮
し
て
損
害
額
を
算
定
し
た
事
件
で
、
損
害
額
が
大
き
す
ぎ
る
と
し
て
被
告
が
上
訴
し

た
の
に
対
し
、
人
類
の
経
験
と
知
識
か
ら
イ
ン
フ
レ
が
存
在
す
る
の
が
確
実
だ
と
し
て
、
認
定
さ
れ
た
金
額
が
過
剰
だ
と
は
い
え
な
い

［
閉
］

と
し
た
判
決
が
あ
る
。
ま
た
、
事
実
審
で
同
様
に
将
来
の
賃
金
上
昇
を
明
確
に
考
慮
し
た
専
門
家
の
鑑
定
を
採
用
し
た
事
件
で
、
損
窒
ロ
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（
二
）
固
定
利
率
と
し
て
の
中
間
利
息
控
除
の
割
合

先
に
見
た
よ
う
に
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
が
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
の
率
に
よ
る
べ
き
だ
と
す
る
と
、
当
然
、
こ
の
率
は
、
そ
の
時

ど
き
に
よ
っ
て
変
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
控
除
割
合
が
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
法
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
市
場
の
金
利
動

額
が
大
き
す
ぎ
る
と
し
て
被
告
が
上
訴
し
た
の
に
対
し
、
貸
金
上
昇
を
考
慮
す
る
こ
と
を
肯
定
し
、
イ
ン
フ
レ
と
あ
わ
せ
て
年
三
・
五

「
閲
｝

パ
ー
セ
ン
ト
の
上
昇
を
認
め
た
判
決
が
あ
る
。
貴
」
ら
に
は
、
事
実
審
に
お
い
て
鑑
定
人
が
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
賃
金
上
昇
を
考
慮
し
、

陪
審
が
そ
れ
に
従
っ
て
損
害
額
を
算
定
し
た
事
件
で
、
被
告
が
そ
の
内
容
と
し
て
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
す
る
の
が
暖
味
で
不
確
実
過
ぎ
る

［
わ
］

の
で
は
な
い
か
と
し
て
上
訴
し
た
の
に
対
し
、
当
該
鑑
定
は
、
一
般
的
な
経
済
の
傾
向
に
適
雷
７
と
し
た
判
決
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

一
両
一

は
、
多
数
意
見
で
あ
り
、
こ
の
判
決
に
は
、
裁
判
長
を
含
む
四
人
の
裁
判
官
が
反
対
し
た
。
反
対
す
る
裁
判
官
は
、
次
の
よ
う
に
主
張

す
る
。
す
な
わ
ち
、
専
門
家
の
鑑
定
は
、
経
済
の
傾
向
（
イ
ン
フ
レ
）
に
関
す
る
も
の
と
賃
金
に
関
す
る
も
の
に
区
別
さ
れ
、
｜
イ
ン
フ

レ
は
、
経
済
動
向
に
関
わ
る
も
の
な
の
で
鑑
定
に
馴
染
み
、
先
行
す
る
判
決
で
も
考
慮
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
賃
金
上
昇
は
、
不
確

実
性
が
大
き
く
、
損
害
賠
償
の
算
定
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
こ
の
反
対
意
見
の
計
算
方
式
は
、
将
来
の
収
入
は

［
ね
」

増
加
し
な
’
い
と
仮
｛
正
す
る
方
式
で
あ
り
、
こ
の
方
式
が
採
用
さ
れ
た
連
邦
裁
判
所
の
判
決
か
ら
、
ペ
ン
ロ
ッ
ド
・
ル
ー
ル
（
勺
①
ロ
８
旦

旦
の
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
方
式
は
、
賃
金
上
昇
は
、
考
慮
す
る
に
は
不
確
実
過
ぎ
る
と
の
考
慮
に
よ
っ
て
お
り
、
後
の
連
邦
裁

一
刀
］

判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
追
認
判
決
に
お
け
る
反
対
意
見
は
、
過
去
の
状
況
か
ら
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
賀

金
上
昇
を
認
め
る
べ
き
だ
と
し
、
賃
金
上
昇
を
認
め
な
い
判
決
に
つ
い
て
唯
一
確
実
な
こ
と
は
、
こ
の
判
決
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が

「
別
］

確
実
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
皮
肉
を
込
め
て
批
判
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
後
に
、
連
邦
裁
判
所
は
、
賃
金
上
昇
を
老

［
布
］

慮
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
態
度
を
改
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
裁
判
所
で
も
、
賃
金
上
昇
を
考
慮
す

「
布
］

［
行
］

る
実
務
で
固
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
明
確
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
イ
ン
フ
レ
も
同
様
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
鱈
え
る
。
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４
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
の
現
状
と
課
題
ｌ
小
括

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
は
、
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
の
利
率
の
徴
表
と
し
て
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
を
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
法
定
し
た
け

れ
ど
も
、
逸
失
利
益
の
算
定
基
礎
と
な
る
将
来
の
収
入
等
の
計
算
の
あ
り
方
を
法
定
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
将
来
の
収
入
等
を
繭
算

す
る
際
に
、
イ
ン
フ
レ
、
生
産
性
向
上
等
に
と
も
な
う
将
来
の
賃
金
上
昇
を
考
慮
す
る
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

・
そ
の
方
法
が
法
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
率
を
ど
の
程
度
認
め
る
か
に
よ
っ
て
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
将
来
の
損
害
額

が
大
き
く
異
な
り
、
従
っ
て
、
一
律
に
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
控
除
さ
れ
た
現
在
価
額
も
、
大
き
く
異
な
る
。
結
局
、
損
害
の
現
在
価
額

の
算
定
に
は
、
イ
ン
フ
レ
等
に
よ
る
賃
金
の
増
加
の
割
合
と
中
間
利
息
控
除
の
割
合
の
両
者
が
必
要
で
あ
り
、
一
方
を
法
定
し
て
も
、

他
方
を
法
定
し
な
け
れ
ば
、
画
一
的
・
統
一
的
処
理
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
イ
ン
フ
レ
等
に
よ
る
賃
金
の
増
加
の
割
合
を
専
門
家
の
鑑
定
に
よ
っ
て
評
価
す
る
と
し
て
も
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
が
法

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
態
を
反
映
し
た
中
間
利
息
控
除
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
一
般
に
、
固
定
さ
れ
た
利
率
は
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
は
、
相
対
的
に
高
い
割
合
で
あ
り
、
ま
た
、
市
場
の
利
率

｛
ね
］

を
反
映
し
た
も
の
で
も
な
く
、
連
邦
裁
判
所
は
、
法
定
利
率
を
放
棄
す
る
傾
向
に
あ
る
、
と
い
や
７
指
摘
が
あ
る
。

向
と
は
無
関
係
に
常
に
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
間
利
息
控
除
は
、
常
に
、
実
態
と
合

〔
沼
］

わ
な
い
可
能
性
が
高
い
。

三
若
干
の
検
討

１
比
較
検
討
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名
目
金
利
と
し
て
の
法
定
利
率
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
お
い
て
も
、
中
間
利
息
控
除
法
定
利
率
が
立
法
さ
れ
る
以
前
に
は
、
中
間
利

息
控
除
の
割
合
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
連
邦
法
に
よ
る
事
件
と
の
不
統
一
性
と
、
そ
の
割
合
が
名
目
金
利
で
は
高
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
を
背
景
に
、
立
法
に
よ
り
こ
の
実
務
は
廃
棄
さ
れ
た
。
年
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

［
別
］

と
か
ら
、
差
と
し
て
は
、
年
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
割
合
と
し
て
は
、
一
二
割
弱
が
、
名
目
金
利
で
は
高
す
ぎ
る
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
中
間
利
息
控
除
の
割
合
を
法
定
す
る
こ
と
の
問
題
は
、
基
礎
と
な
る
収
入
の
算
定
の
あ
り
方
に

も
影
響
を
受
け
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は
、
後
に
さ
ら
に
検
討
す
る
。

な
お
、
最
高
裁
は
、
「
民
法
四
○
四
条
に
お
い
て
民
事
法
定
利
率
が
年
五
％
と
定
め
ら
れ
た
の
は
、
民
法
の
制
定
に
当
た
っ
て
参
考

と
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
一
般
的
な
貸
付
金
利
や
法
定
利
率
、
我
が
国
の
一
般
的
な
貸
付
金
利
を
踏
ま
え
、
金
銭
は
、
通
常
の
利

用
方
法
に
よ
れ
ば
年
五
％
の
利
息
を
生
ず
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
法
四
○
四
条
の
年
五

パ
ー
セ
ン
ト
が
名
目
金
利
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
再
度
指
摘
し
て
お
く
。

つ
ぎ
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
、
逸
失
利
益
算
定
の
基
礎
と
な
る
賃
金
が
イ
ン
フ
レ
や
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
こ
と
が
前

提
と
さ
れ
た
上
で
、
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
適
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
と
特
定
す
る
こ

以
上
の
議
論
を
参
考
と
し
て
、
わ
が
国
の
法
制
度
と
の
比
較
を
通
じ
、
若
干
の
検
討
を
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
比
較
に
あ
た
っ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
、
直
接
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
中
間
利
息
控
除
の
割
合
と
し
て
年
五

パ
ー
セ
ン
ト
が
法
定
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
中
間
利
息
控
除
法
定
利
率
）
。
わ
が
国
で
中
間
利
息
控
除
の

割
合
と
し
て
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
問
題
と
な
る
場
合
は
、
民
事
法
定
利
率
を
規
定
す
る
民
法
四
○
四
条
の
適
用
（
あ
る
い
は
類
推
適
用
）

の
問
題
と
な
る
。
民
法
四
○
四
条
は
、
そ
の
立
法
過
程
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
名
目
金
利
を
定
め
て
い
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
結
局
、

利
率
の
性
質
と
い
う
点
で
は
、
わ
が
国
の
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
法
定
利
率
に
対
応
す
る
も
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
、
年
七
パ
ー
セ

［
釦
］

ン
ト
の
法
定
利
率
で
あ
る
。
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